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村外から移住した、私たち

地域おこし協力隊が、檜原

村の魅力を協力隊目線です

くい上げてお届けします。 

白炭焙煎に合う一杯を探して…コーヒー豆選び 

 8 月の広報で「サントス no.2（ブラジル）」の購入について紹介させていただきま
したが、白炭焙煎の研究や魅力発信、コーヒーを通じた村内外の方々との交流に向け、
次はこんなコンセプトでコーヒー豆を選んでいきたいと考えています。 
【コーヒー豆選びのコンセプト】 
①エコツーリズム：自然環境や生産者を守る取り組みを行っているもの。 
②村内での差別化：村内のカフェや自家焙煎のお店で取り扱っていないもの。 
③世界各地から：ほぼ栽培のない北米や欧州をのぞく、世界各地の大陸から。 
購入を検討している国のコーヒーの特徴について、以下にまとめました！（松本） 
( 

  
      コスタリカ（中米） 
 
エコツーリズムの先進国として知られ
る国です。自然環境を守りながら高品質
なコーヒーを生産する取り組みが進ん
でいます。小規模農家が多く、精製方法
にもこだわっています。 
 

  
     エクアドル（南米） 
 
農薬を使わず、コーヒーと一緒に数十種
の植物を育てる、生態系を守る農法が根
付いています。また、ガラパゴス諸島で
は、生態系の保護・自然遺産の保全と、
コーヒーの栽培を両立させています。 

  
     ウガンダ（アフリカ） 
 
化学肥料や農薬を使わず、自然の生態系
を活かしたサステナブルな農法が奨励
されています。生産量の 4 分の 3 以上
を占めるロブスタ種の購入を検討して
います。苦みの強い味わいの豆です。 
 
 

  
      東ティモール（アジア） 

 
生産者の暮らしや自立した地域づくり
を適正な取引価格で支える「フェアトレ
ード」の取り組みが行われています。国
に農薬が輸入された歴史がほとんどな
く、オーガニックな土壌が特徴です。 

  
パプアニューギニア（オセアニア） 

 
肥よくな火山灰土壌で、農薬を使わず自
然の恵みだけで栽培されているものが
主流です。ゴロカ、という地域では、農
園や工場の見学に加え、伝統文化に触れ
るツアーが開催されています。 

右図のコーヒーベルトと呼ばれる地域で、ほとんど

のコーヒー豆が生産されています。 

気候変動を見据え、日本でもビニールハウスなどで

のコーヒー豆の栽培が始まっています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域おこし協力隊へのご依頼は 

檜原村役場 むらづくり推進係

へ 042-519-9556 
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（
林
） 

今回の栽培では、課題もたくさん見つかり、檜原村の環境でにんにくを育てる可能性と改善点を確認

することができました。来年度は、より品質の高いにんにくづくりに挑戦します！（髙橋） 


